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◎ ※　記載の数字は原数値・月平均・・・P3参照

22,937 人　　 【前年比 4,746 人　　（ 17.1% ）　　減 】

24,169 人　　 【前年比 1,141 人　　（ 5.0% ）　　増 】

◎

8,548 人　　 【前年比 1,504 人　　（ 15.0% ）　　減 】

5,544 人　　 【前年比 350 人　　（ 5.9% ）　　減 】

Ⅰ

図表１ 図表２

④新規求職者数は平成21年度以降12年連続で減少している。

（令和２年度）
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青森県の雇用失業情勢について
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新規求人倍率　　１．５４倍【前年比　０．１７ポイント低下】
新規求人数

新規求職者数

有効求人・求職の状況

有効求人数・求職者数及び有効求人倍率の推移 新規求人数・求職者数及び新規求人倍率の推移

①有効求人倍率は平成27年度（0.95倍）以来の1倍以下となった。

③新規求人倍率は平成25年度以降8年連続で1倍以上となった。

②有効求職者が対前年比で増加となるのは平成21年度に増加して以来となる。
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厚生労働省

青 森 労 働 局
ひと､くらし､みらいのために



Ⅱ

対前年増減数
（人・月平均）
対前年増減

率（％）

Ⅲ

Ⅳ

図表４

令和2年8月

24,169 5,964 5,227 4,509 1,297 906 2,317 1,367 1,158 1,425

22,937 5,350 6,682 3,916 1,032 1,092 1,472 1,269 1,171 953

▲ 0.25 ▲ 0.29 ▲ 0.27 ▲ 0.23 ▲ 0.30 ▲ 0.21 ▲ 0.16 ▲ 0.15 ▲ 0.35 ▲ 0.12

　　 新規求職者数は、前年比5.9％（350人）減少の5,544人。

▲ 11.1

有効求人数（人・月平均）

　安定所別有効求人倍率の状況（原数値）

安定所別有効求人倍率の状況

対前年比（ポイント）

有効求職者数（人・月平均）

　新規求職の状況（原数値・月平均）・・・・P3参照

2.9 ▲ 21.4 ▲ 28.7 ▲ 33.9 ▲ 9.6

※月平均のため局計と安定所計は必ずしも一致しない。

　      新規求人数は、前年比15.0％（1,504人）減少の8,548人。

　①　新規求人の状況・・・P3参照

  新規求人の状況（原数値・月平均）

　　　　【増加した産業】

▲ 236

建設業 29人（1,378人→1,407人） 2.1％
医療，福祉 40人（2,267人→2,307人） 1.8％

　　　　【減少した産業】前年同月比３０％以上の業種を掲載

卸売業，小売業　▲616人（1,806人→1,190人）　▲34.1％
宿泊業，飲食サービス業　▲313人（868人→555人）　▲36.1％

37 ▲ 157 ▲ 473 ▲ 242 ▲ 138

　②　主要産業における新規求人の状況・・・P4参照
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第１表　一般職業紹介状況（新規学卒者を除きパートタイムを含む）

対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比 対前年比

人 ％ 人 ％ 倍 件数 ％ 人 ％ 倍 件数 ％ ％ 件数 ％ ％

27,806 ▲ 7.5 26,469 8.4 0.95 7,725 ▲ 7.9 10,357 6.7 1.34 2,964 ▲ 6.7 38.4 2,808 ▲ 5.6 27.1

25,310 ▲ 9.0 28,681 8.4 1.13 7,012 ▲ 9.2 10,991 6.1 1.57 2,744 ▲ 7.4 39.1 2,594 ▲ 7.6 23.6

24,056 ▲ 5.0 30,543 6.5 1.27 6,539 ▲ 6.7 11,465 4.3 1.75 2,600 ▲ 5.2 39.8 2,456 ▲ 5.3 21.4

23,393 ▲ 2.8 30,462 ▲ 0.3 1.30 6,168 ▲ 5.7 11,196 ▲ 2.3 1.82 2,437 ▲ 6.3 39.5 2,308 ▲ 6.0 20.6

23,028 ▲ 1.6 27,683 ▲ 9.1 1.20 5,894 ▲ 4.4 10,052 ▲ 10.2 1.71 2,304 ▲ 5.4 39.1 2,187 ▲ 5.2 21.8

24,169 5.0 22,937 ▲ 17.1 0.95 5,544 ▲ 5.9 8,548 ▲ 15.0 1.54 1,951 ▲ 15.3 35.2 1,882 ▲ 13.9 22.0

平成31年  4～ 6月 23,818 ▲ 4.0 28,428 ▲ 7.1 * 1.25 6,317 ▲ 5.5 10,202 ▲ 9.9 * 1.72 2,551 ▲ 7.2 40.4 2,425 ▲ 7.0 23.8

平成31年
令和元年

 7～ 9月 22,405 ▲ 0.2 28,333 ▲ 7.3 * 1.24 5,246 ▲ 1.9 10,482 ▲ 8.6 * 1.74 2,259 0.3 43.1 2,128 0.0 20.3

10～12月 22,029 ▲ 2.0 28,101 ▲ 9.1 * 1.22 5,781 ▲ 5.7 10,010 ▲ 7.5 * 1.74 2,192 ▲ 6.8 37.9 2,050 ▲ 6.9 20.5

令和２年  1～ 3月 23,860 0.1 25,870 ▲ 13.1 * 1.10 6,233 ▲ 4.2 9,513 ▲ 14.7 * 1.59 2,215 ▲ 7.4 35.5 2,144 ▲ 6.4 22.5

令和２年  4～ 6月 24,083 1.1 21,700 ▲ 23.7 * 0.94 6,065 ▲ 4.0 7,823 ▲ 23.3 * 1.39 2,066 ▲ 19.0 34.1 2,005 ▲ 17.3 25.6

 7～ 9月 23,790 6.2 22,330 ▲ 21.2 * 0.93 4,854 ▲ 7.5 8,491 ▲ 19.0 * 1.52 1,841 ▲ 18.5 37.9 1,737 ▲ 18.4 20.5

10～12月 23,222 5.4 23,704 ▲ 15.6 * 0.97 5,310 ▲ 8.2 8,570 ▲ 14.4 * 1.62 1,832 ▲ 16.4 34.5 1,752 ▲ 14.5 20.4

令和3年  1～ 3月 25,582 7.2 24,013 ▲ 7.2 * 0.94 5,945 ▲ 4.6 9,309 ▲ 2.1 * 1.62 2,065 ▲ 6.8 34.7 2,034 ▲ 5.1 21.9

（注）1. 数値は、原数値で月平均値である。

      2. ＊印は、四半期の求人倍率（新規・有効）で、季節調整値である。

      3. 就職率＝（就職件数／新規求職申込件数）×100。充足率＝（充足数／新規求人数）×100。

      4. ▲は、減少である。

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和２年度

就職件数
就職率

充足数
充足率

求人倍率 求人倍率

新　　規月間有効求職者数 月間有効求人数 有　　効 新規求職申込件数 新規求人数

３



第２表　産業別、規模別一般新規求人状況（新規学卒者を除きパートタイムを含む）

2 年度 31年度
（人） （人） 年度計 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

産 Ａ,Ｂ　農,林,漁業（01～04）　　　 2,589 2,268 14.2 0.0 15.7 11.6 102.9

業 Ｃ　鉱業,採石業,砂利採取業（05）　　　　　 40 36 11.1 22.2 0.0 ▲ 10.0 20.0

別 Ｄ　建設業（06～08）　　　　 15,712 15,266 2.9 ▲ 7.6 ▲ 4.3 5.7 10.8

　　06　総合工事業　　 9,115 8,817 3.4 ▲ 4.2 ▲ 2.6 4.5 7.9

Ｅ　製造業（09～32）　　　　 6,938 8,824 ▲ 21.4 ▲ 32.8 ▲ 32.0 ▲ 15.7 ▲ 6.4

　　09　食料品製造業　　　　 3,397 3,880 ▲ 12.4 ▲ 21.3 ▲ 15.3 ▲ 9.1 ▲ 7.6

　　10　飲料・たばこ・飼料製造業　　　　　 119 197 ▲ 39.6 ▲ 45.7 ▲ 50.5 ▲ 28.1 ▲ 18.8

　　11　繊維工業　　　　　 517 825 ▲ 37.3 ▲ 53.5 ▲ 50.8 ▲ 13.7 ▲ 34.2

　　12　木材・木製品製造業（家具を除く）　 114 173 ▲ 34.1 ▲ 68.4 ▲ 53.3 ▲ 9.8 ▲ 7.3

　　13　家具・装備品製造業　　 30 25 20.0 133.3 50.0 ▲ 25.0 0.0

　　14　パルプ・紙・紙加工品製造業　　 75 134 ▲ 44.0 ▲ 44.7 ▲ 66.7 ▲ 51.4 ▲ 37.1

　　15　印刷・同関連業　 158 240 ▲ 34.2 ▲ 58.5 ▲ 17.5 ▲ 38.2 ▲ 9.1

　　16　化学工業 17 49 ▲ 65.3 ▲ 52.9 ▲ 66.7 ▲ 42.9 ▲ 85.7

　　17　石油製品・石炭製品製造業 27 18 50.0 25.0 40.0 100.0 200.0

　　18　プラスチック製品製造業（別掲を除く） 56 27 107.4 50.0 ▲ 40.0 137.5 212.5

　　19　ゴム製品製造業 13 7 85.7 － － － －

　　21　窯業・土石製品製造業 240 231 3.9 ▲ 9.4 ▲ 1.6 17.6 15.7

　　22　鉄鋼業 69 81 ▲ 14.8 ▲ 69.0 ▲ 9.5 0.0 15.8

　　23　非鉄金属製造業 194 271 ▲ 28.4 9.1 ▲ 64.7 ▲ 36.9 ▲ 3.1

　　24　金属製品製造業 593 793 ▲ 25.2 ▲ 28.1 ▲ 32.8 ▲ 23.8 ▲ 11.0

　　25　はん用機械器具製造業 51 153 ▲ 66.7 ▲ 60.8 ▲ 86.8 ▲ 70.0 ▲ 65.0

　　26　生産用機械器具製造業　 99 121 ▲ 18.2 ▲ 23.3 ▲ 62.5 ▲ 38.1 ▲ 9.5

　　27　業務用機械器具製造業　　 56 167 ▲ 66.5 ▲ 73.9 ▲ 84.0 ▲ 78.9 ▲ 26.3

　　28　電子部品・デバイス・電子回路製造業　　　　　 566 726 ▲ 22.0 ▲ 41.2 ▲ 35.0 ▲ 18.6 3.4

　　29　電気機械器具製造業 316 348 ▲ 9.2 ▲ 13.5 ▲ 25.0 ▲ 6.3 29.1

　　30　情報通信機械器具製造業　　　　 97 97 0.0 ▲ 89.7 ▲ 56.5 104.8 90.5

　　31　輸送用機械器具製造業 98 202 ▲ 51.5 ▲ 69.7 ▲ 68.7 ▲ 53.1 21.9

　　20,32 その他の製造業 36 59 ▲ 39.0 ▲ 23.1 ▲ 53.3 ▲ 28.6 ▲ 35.7

Ｆ　電気・ガス・熱供給・水道業（33～36）　 119 113 5.3 45.0 ▲ 28.9 ▲ 12.1 3.0

Ｇ　情報通信業（37～41） 782 944 ▲ 17.2 ▲ 32.0 ▲ 7.3 ▲ 1.8 ▲ 20.3

　　39　情報サービス業 531 703 ▲ 24.5 ▲ 46.9 ▲ 10.4 ▲ 10.4 ▲ 22.7

Ｈ　運輸業,郵便業（42～49）　 4,214 5,344 ▲ 21.1 ▲ 36.2 ▲ 17.9 ▲ 19.6 ▲ 24.1

Ｉ　卸売業,小売業（50～61）　　 14,107 19,783 ▲ 28.7 ▲ 38.3 ▲ 30.2 ▲ 31.1 ▲ 26.6

　　50～55　卸売業 3,952 4,166 ▲ 5.1 ▲ 31.0 ▲ 1.4 3.0 5.1

　　56～61　小売業 10,155 15,644 ▲ 35.1 ▲ 40.3 ▲ 38.7 ▲ 39.4 ▲ 34.4

　　56　各種商品小売業　　　 607 1,146 ▲ 47.0 ▲ 53.6 ▲ 51.0 ▲ 45.6 ▲ 40.0

Ｊ　金融業,保険業（62～67）　　 708 1,007 ▲ 29.7 ▲ 36.1 ▲ 25.3 ▲ 32.6 ▲ 22.5

Ｋ　不動産業,物品賃貸業（68～70）　　　　 821 1,186 ▲ 30.8 ▲ 41.7 ▲ 36.5 ▲ 35.7 ▲ 24.3

Ｌ　学術研究,専門・技術サービス業（71～74） 1,810 1,957 ▲ 7.5 ▲ 17.0 ▲ 9.4 7.0 16.6

Ｍ　宿泊業,飲食サービス業（75～77） 5,660 8,562 ▲ 33.9 ▲ 53.6 ▲ 36.9 ▲ 29.5 ▲ 26.8

　　76　飲食店　　　 3,413 5,429 ▲ 37.1 ▲ 52.8 ▲ 38.5 ▲ 34.4 ▲ 36.9

Ｎ　生活関連サービス業,娯楽業（78～80）　　　 2,435 3,794 ▲ 35.8 ▲ 37.0 ▲ 43.5 ▲ 41.6 ▲ 23.1

Ｏ　教育,学習支援業（81,82） 1,857 2,022 ▲ 8.2 1.5 ▲ 0.7 ▲ 11.8 16.7

Ｐ　医療,福祉（83～85） 26,778 29,609 ▲ 9.6 ▲ 14.0 ▲ 11.0 ▲ 9.4 ▲ 2.0

　　83　医療業 7,673 9,640 ▲ 20.4 ▲ 25.4 ▲ 21.3 ▲ 18.9 ▲ 21.0

　　85　社会保険・社会福祉・介護事業 19,062 19,936 ▲ 4.4 ▲ 8.3 ▲ 6.0 ▲ 4.8 7.4

Ｑ　複合サービス事業（86,87） 1,165 1,234 ▲ 5.6 ▲ 14.2 10.7 ▲ 3.1 ▲ 41.8

Ｒ　サービス業（他に分類されないもの）（88～96） 13,271 14,927 ▲ 11.1 ▲ 20.0 ▲ 22.8 ▲ 5.9 ▲ 2.9

　　91　職業紹介・労働者派遣業 4,070 4,839 ▲ 15.9 ▲ 35.2 ▲ 39.2 ▲ 0.1 ▲ 13.7

　　92　その他の事業サービス業 7,008 7,775 ▲ 9.9 ▲ 14.1 ▲ 12.1 ▲ 7.6 ▲ 1.5

Ｓ,Ｔ　公務（他に分類されるものを除く）・その他（97,98,99） 3,572 3,747 ▲ 4.7 69.0 8.8 ▲ 21.3 7.3

合計 102,578 120,623 ▲ 15.0 ▲ 23.3 ▲ 19.0 ▲ 14.4 ▲ 7.0

事 ２９人以下 65,733 76,524 ▲ 14.1 ▲ 23.2 ▲ 19.5 ▲ 14.2 ▲ 2.7

業 ３０～９９人 24,413 27,787 ▲ 12.1 ▲ 23.9 ▲ 14.6 ▲ 9.6 ▲ 4.2

所 １００～２９９人 9,564 12,164 ▲ 21.4 ▲ 19.9 ▲ 24.0 ▲ 15.8 ▲ 25.6

規 ３００～４９９人 1,184 1,932 ▲ 38.7 ▲ 25.3 ▲ 32.7 ▲ 62.0 ▲ 54.7

模 ５００～９９９人 931 1,060 ▲ 12.2 ▲ 14.7 ▲ 4.1 ▲ 11.0 ▲ 34.2

別 １，０００人以上 753 1,156 ▲ 34.9 ▲ 52.6 ▲ 27.1 ▲ 22.8 ▲ 23.3

（注）　平成19年11月改訂の「日本標準産業分類」に基づく区分により表章したもの。

ー4ー

　　    平成21年3月以前の対前年同期比については、産業分類改定による影響のない産業について表章している。

対前年同期比（％）


